
(
7
)西
国
惇
土
は
『
現
代
に
お
け

る
理
想
主
義
の
哲
学
』
(
岩
波
書
店

刊
『
西
国
幾
多
郎
全
集
』
第
十
四

巻
所
収
)
の
「
第
六
講
プ
レ
ン
タ

ノ
学
派
」
の
所
に
「
フ
ツ
サ
l

ル

の
純
粋
現
象
学
と
は
か
く
の
如
き

種
々
な
る
立
場
を
尽
く
除
去
し
て

純
粋
経
験
の
直
後
な
る
姿
を
記
述

せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち

自
然
科
学
的
見
方
と
か
、
数
学
的

見
方
な
ど
を
尽
く
排
除
し
て
先
験

的
に
純
粋
現
象
を
研
究
せ
ん
と
す

る
学
問
で
あ
る
」
と
記
し
て
お
ら

れ
る
。

か
つ
て
戒
浄
上
人
は
、
こ
の
点

に
つ
い
て
弁
栄
聖
者
に
お
尋
ね
さ

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
聖
者
は
「
フ

ッ
サ
l

ル
の
目
ざ
し
て
お
る

，
種
々
の
立
場
を
尽
く
排
除
し
、
本

西
国
幾
多
郎
先
生

西国幾多郎先生(四高時代)

四
高
に
は
、
西
田
幾
多
郎
博
士
が
お
ら
れ
た
。

ま
た
当
時
、

い
う
ま
で
も
な
く
、
博
士
は

日
本
が
生
ん
だ
独
創
的
な
哲
学
者
と
し
て
著
名
な
お
方
で
あ
る
。
明
治
二
十
九
年
(
歎
)
、
当

時
、
二
十
七
歳
で
無
名
の
一
学
徒
で
あ
っ
た
博
士
は
、
第
四
高
等
学
校
講
師
と
な
っ
た
。
翌

三
十
年
山
口
高
等
学
校
教
授
と
な
り
、
三
十
二
年
に
は
再
び
金
沢
に
帰
り
、
四
高
教
授
と
し

て
そ
の
後
十
年
間
、
四
十
二
年
学
習
院
教
授
と
な
っ
て
上
京
す
る
ま
で
在
職
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
着
任
早
々
の
噴
の
話
で
あ
る
が
、
新
任
の
若
い
教
師
を
い
じ
め
て
や
れ
と
、

ク
ラ
ス
の

者
が
結
束
し
て
質
問
攻
め
に
し
た
が
、

一
々
見
事
に
切
り
か
え
き
れ
、
一
同
敬
意
を
払
っ
た

と
い
う
。
先
生
の
担
当
学
科
は
、
ド
イ
ツ
語
・
倫
理
・
心
理
な
ど
で
あ
っ
た
。
山
口
・
金
沢

の
時
代
は
、
博
士
の
思
想
形
成
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
重
要
な
時
期
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
こ

の
こ
ろ
勇
猛
に
打
坐
参
禅
し
、
か
つ
読
書
思
索
に
精
励
さ
れ
た
。
ま
た
、
し
ば
し
ば
論
文
を

諸
雑
誌
に
寄
稿
し
、
学
校
に
お
け
る
講
義
の
草
案
は
、

の
ち
「
善
の
研
究
」
と
し
て
集
大
成

さ
れ
、
明
治
四
十
四
年
に
出
版
さ
れ
た
。
な
お
、
博
士
が
京
都
帝
国
大
学
に
赴
任
さ
れ
た
の

は
四
十
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
明
治
三
十
二
年
、
博
士
が
四
高
教
授
と
し
て
再
び
金
沢
に
赴
任
し
た
年
は
、
上
人

げ
い
が
い

が
同
校
に
入
学
さ
れ
た
年
に
あ
た
る
。
文
科
の
生
徒
で
あ
っ
た
上
人
は
、
博
士
の
普
咳
に
接



質
真
相
を
純
粋
経
験
す
る
e
に
は
、

光
明
主
義
の
五
眼
明
了
の
立
場

で
、
大
宇
宙
全
一
で
独
立
自
存
す

る
真
実
在
の
現
象
と
合
一
す
る
。

そ
し
て
自
然
界
と
心
霊
界
の
一
切

の
現
象
を
三
身
四
智
の
自
受
用
の

境
界
に
お
い
て
体
験
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
意
味
の
こ
と
を
御
教

示
下
さ
っ
た
。

(
8
)全
集
中
巻
一
二
九
頁
参
照
。

(
9
)西
国
幾
多
郎
全
集
第
十
七
巻

所
収
。

せ
ら
れ
た
。
上
人
が
博
士
の
講
義
を
い
か
に
受
け
と
り
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
ら

れ
た
か
、
と
い
う
こ
と
は
、
興
味
あ
る
課
題
で
あ
る
。
な
お
、
東
大
卒
業
後
の
上
人
と
博
士

の
交
渉
を
物
語
る
資
料
が
、
博
士
の
日
記
で
あ
る
「
寸
心
日
記
」
明
治
四
十
三
年
六
月
十
一

日
の
条
に
、

午
後
鈴
木
君
方
に
笹
本
戒
浄
氏
に
逢
ひ
い
ろ
/
\
催
眠
術
の
話
を
き
く

と
、
み
え
て
い
る
の
は
注
意
さ
れ
る
。
博
士
は
、
四
十
三
年
九
月
に
学
習
院
か
ら
京
都
帝

大
へ
転
任
(
発
令
は
五
月
)
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
は
京
都
赴
任
の
三
か
月
程
前
の
こ
と
に

な
る
。
上
人
は
、
三
十
九
年
七
月
、
東
京
帝
大
卒
業
後
、
宗
教
大
学
で
心
理
学
を
講
義
す
る

か
た
わ
ら
引
続
き
大
学
院
に
在
籍
し
て
、
そ
の
問
、
心
理
学
研
究
の
必
要
上
、
千
里
眼
・
透

2 

視
の
催
眠
実
験
を
六
十
回
以
上
行
な
っ
て
お
ら
れ
る
。
博
士
に
対
し
実
験
研
究
の
結
果
に
つ

い
て
お
話
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
文
中
「
鈴
木
君
」
と
あ
る
の
は
、
鈴
木
大

拙
博
士
の
こ
と
で
あ
る
。
大
拙
氏
も
当
時
、
学
習
院
に
教
鞭
を
と
っ
て
お
り
、
周
知
の
よ
う

に
西
田
博
士
の
学
生
時
代
か
ら
の
親
友
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
上
人
が
ど
の
よ
う
な
い
き
さ

っ
か
ら
西
田
博
士
と
会
わ
れ
た
の
か
、
ま
た
上
人
と
大
拙
氏
と
の
聞
に
は
、
ど
の
程
度
の
交

渉
が
あ
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。


